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§１．研究成果の概要  

 

生命の設計図であるゲノムＤＮＡは、蛋白質などにより小さく折りたたまれ、染色体を形成します。こ

れらの染色体が正確に複製し、分裂した細胞に均等に分配されることで、生命情報が維持されま

す。人工染色体は、生物が持つ本来の染色体と同様に、他の染色体とは独立して安定に複製・分

配・維持される人工の染色体で、この上に染色体スケールの巨大なＤＮＡ断片を搭載することがで

きます。これまでに、大腸菌・酵母の人工染色体が開発され、ゲノムプロジェクトにおけるＤＮＡ解

読材料の作成や、人工マイコプラズマなどのゲノム再構築に用いられてきました。ヒト人工染色体

は、これらの大腸菌・酵母人工染色体よりも、百から千倍巨大なＤＮＡ配列（約２５０メガベース：２億

５千万塩基対）が搭載できると見込まれる次世代の人工染色体で、遺伝子治療や有用物質生産、

ゲノム合成などへの応用が期待されています。 

しかしながら、このヒト人工染色体を実用化してゆく上で、その形成機構や構造が不明であること、

新規形成効率が大腸菌・酵母人工染色体と比べると低いといった課題が残されています。本研究

では、これらの課題を解決するために、構造解析可能なヒト人工染色体を、ＤＮＡ配列から新規に

設計・構築し、その形成機構を明らかにします。今年度は、このようなヒト人工染色体構築に必要な

部品として、数百個に及ぶＤＮＡ配列を設計し、人工的に合成しました。そして、現在、これらの人

工ＤＮＡ配列を、数十個の単位まで連結しています。今後、これらを一つにまとめることで、約１メガ

ベース（１００万塩基対）の長さを持つ、次世代ヒト人工染色体の元となるＤＮＡを作成し、ここから染

色体を作らせることで、その機能・構造を解析します。また、その解析結果をもとに、ヒト人工染色体

のもととなるＤＮＡ配列を再設計・改良してゆくことで、その汎用性の向上を目指します。 
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§２．研究実施体制 

 

① 研究者：大関 淳一郎 （かずさＤＮＡ研究所先端研究開発部 研究員） 
② 研究項目 
・ヒト人工染色体の元となるＤＮＡ配列の設計・合成・連結方法の開発 

・連結した人工ＤＮＡ配列を用いた、ヒト人工染色体の作成と解析 

 


